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改
正
入
管
法
と
外
国
人
の
「
指
紋
情
報
強
制
採
取
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

十
一
月
二
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
入
管
法
に
よ
っ
て
、
日
本
を
訪
問
す
る
十
六
歳
以
上
の
外
国
人
の
入
国
審
査
時
に

「
顔
写
真
撮
影
・
指
紋
採
取
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
国
時
に
「
生
体
情
報
」
（
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
）
の
提
供
を

義
務
付
け
て
い
る
国
は
、
米
国
以
外
に
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
昨
年
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
け
る
法
案
審
議
に
あ
た
っ

て
、
米
国
の
「
Ｕ
Ｓ－

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
」
を
運
営
す
る
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
社
が
日
本
版
「
Ｕ
Ｓ－

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
」
の
装
置
開
発
・

ソ
フ
ト
開
発
・
実
証
実
験
な
ど
を
「
十
万
円
」
で
受
注
し
て
お
り
、
「
低
価
格
入
札
調
査
の
概
要
」
（
法
務
省
大
臣
官
房
会
計

課
）
と
し
て
、
あ
ま
り
に
も
低
価
格
の
入
札
の
経
緯
が
公
表
さ
れ
た
。
年
間
、
八
百
万
人
の
外
国
人
訪
問
者
を
受
け
入
れ
る
日

本
で
、
実
施
さ
れ
た
今
、
い
く
つ
か
懸
念
さ
れ
る
問
題
点
を
緊
急
に
質
問
す
る
。
国
会
法
の
規
定
通
り
の
期
日
内
に
答
弁
さ
れ

た
い
。

一

平
成
十
九
年
十
一
月
七
日
、
法
務
省
入
国
管
理
局
警
備
課
長
名
で
地
方
入
国
管
理
局
長
・
地
方
入
国
管
理
局
支
局
長
宛
て

の
『
個
人
識
別
情
報
を
活
用
し
た
上
陸
審
査
導
入
に
伴
う
警
備
関
係
業
務
に
つ
い
て
』
（
通
知
二
七
一
号
）
が
行
わ
れ
た
。

「
個
人
識
別
情
報
を
提
供
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
、
か
つ
毅
然
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
が
、
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
の
記
述
で
懸
念
を
感
じ
る
。
ま
ず
、
法
の
施
行
の
わ
ず
か
二
週
間
前
と
な
っ
て
、
通

一



達
で
は
な
く
課
長
通
知
で
重
大
な
人
権
侵
害
の
お
そ
れ
も
あ
る
内
容
を
伝
達
し
た
事
情
と
意
図
を
伺
い
た
い
。

二

入
国
審
査
時
に
指
紋
情
報
提
供
を
拒
否
し
た
特
別
永
住
者
を
除
く
外
国
人
で
、
こ
の
提
供
を
拒
ん
だ
者
に
対
し
て
、
通
知

は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
示
し
て
い
る
か
。

三

入
国
審
査
官
か
ら
退
去
命
令
を
受
け
て
、
退
去
強
制
手
続
の
対
象
と
な
る
外
国
人
に
つ
い
て
、
収
容
時
に
「
両
手
十
本
」

の
指
紋
を
強
制
採
取
す
る
と
通
知
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
改
正
入
管
法
」
の
衆
参
両
院
の
国
会
審
議
に
お
い
て
法
務
省
の

答
弁
の
中
に
、
こ
う
し
た
措
置
を
明
言
し
た
答
弁
は
あ
っ
た
か
。

四

思
想
・
信
条
や
宗
教
上
の
理
由
か
ら
指
紋
採
取
を
拒
否
す
る
外
国
人
が
、
結
果
と
し
て
強
制
出
国
さ
せ
ら
れ
る
の
に
、
指

紋
採
取
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
退
去
強
制
手
続
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
「
拒
否
」
を
改
め
て
指
紋
採
取
に
応
じ

て
も
入
国
出
来
な
い
と
い
う
の
は
、
国
際
人
道
上
問
題
で
は
な
い
か
。

五

日
本
に
住
居
や
家
族
を
持
つ
外
国
人
永
住
者
は
、
本
人
及
び
日
本
人
の
配
偶
者
な
ど
が
思
想
・
信
条
や
宗
教
上
の
理
由
か

ら
指
紋
採
取
を
拒
否
し
た
際
に
、
戻
る
べ
き
国
が
な
い
の
に
退
去
強
制
の
対
象
に
な
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
ど
の
国
に
退
去

さ
せ
る
の
か
。
法
務
大
臣
に
よ
る
特
別
在
留
許
可
を
発
出
す
る
等
の
柔
軟
な
対
応
を
検
討
出
来
な
い
の
か
。

六

強
制
的
に
指
紋
を
採
取
す
る
際
に
、
首
席
入
国
警
備
官
の
指
揮
の
下
で
複
数
の
入
国
警
備
官
の
手
に
よ
り
執
行
す
る
と
し

二



て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
外
国
人
が
抵
抗
す
る
場
合
は
困
難
を
極
め
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
強
制
採
取
の
場
合
に
も
、
電

子
的
な
読
み
取
り
装
置
で
十
本
の
指
の
指
紋
を
採
取
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
送
り
込
む
の
か
。
ま
た
、
犯
罪
捜
査
や
米
国
等

同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
国
々
と
の
デ
ー
タ
提
供
・
照
合
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
の
か
。

七

「
強
制
指
紋
採
取
」
を
ビ
デ
オ
撮
影
す
る
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
外
国
人
が
指
な
ど
を
骨
折
す
る
等
の
怪
我
を
し
た
場
合

に
、
本
人
並
び
に
代
理
人
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば
こ
の
映
像
は
提
供
さ
れ
る
の
か
。

八

警
備
課
長
通
知
二
七
一
号
が
明
ら
か
に
し
た
指
紋
採
取
拒
否
者
の
「
強
制
指
紋
採
取
」
の
法
的
根
拠
と
な
る
改
正
入
管
法

の
条
文
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


